
～
昭
和
音
楽
大
学
～
 

新
宿
駅
か
ら
約

20分
、
小
田
急
線
新
百
合

ヶ
丘
駅
か
ら
徒
歩
４
分
の
と
こ
ろ
に
昭
和
音

楽
大
学
は
あ
り
ま
す
。
音
楽
教
育
に
特
化
し

た
単
科
大
学
で
あ
る
当
大
学
は
平
成

19年

に
厚
木
市
か
ら「

音
楽
の
ま
ち
・
か
わ
さ
き
」、

「
し
ん
ゆ
り
・
芸
術
の
ま
ち
」
を
掲
げ
る
川

崎
市
新
百
合
ヶ
丘
地
域
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
全

面
移
転
し
て
い
ま
す
。
 

昭
和
音
楽
大
学
を
設
置
す
る
学
校
法
人
東

成
学
園
は
、
声
楽
家
の
下
八
川
圭
祐
氏
が
昭

和
５
年
に
設
立
し
た
下
八
川
圭
祐
声
楽
研
究

所
を
前
身
と
し
ま
す
。
そ
の
後
、

15年
に
東

京
声
専
音
楽
学
校
、

44年
に
昭
和
音
楽
短
期

大
学（

現
在
、昭

和
音
楽
大
学
短
期
大
学
部
）、

59年
に
昭
和
音
楽
大
学
を
開
学
し
、今

年
学

園
は
創
立

80周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

建
学
の
精
神
と
し
て
「
礼
・
節
・
技
の
人

間
教
育
」
を
掲
げ
、
礼
（
礼
儀
）、
節
（
節
度
）、

技
（
技
術
・
技
能
）
を
身
に
つ
け
、
高
い
品

性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
持
っ
た

音
楽
を
軸
に
多
彩
な
分
野
で
活
躍
す
る
音
楽

家
・
音
楽
人
の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

当
大
学
の
音
楽
学
部
は
、
音
楽
芸
術
表
現

学
科
と
音
楽
芸
術
運
営
学
科
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
音
楽
芸
術
表
現
学
科
に
は
、
ピ

ア
ノ
や
声
楽
、
作
曲
、
弦
・
管
・
打
楽
器
を

は
じ
め
と
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
各
コ
ー
ス
の

ほ
か
、
ジ
ャ
ズ
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
な
ど

14

の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
音
楽
芸
術
運
営
学

科
に
は
バ
レ
エ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
舞
台
ス

タ
ッ
フ
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
音
楽
療

法
、
音
楽
教
養
の
６
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
 

 

 【
キ
ャ
リ
ア
教
育
導
入
ま
で
の
背
景
】
 

現
在
、
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
就
職
を
選

択
す
る
音
楽
大
学
生
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

当
大
学
の
平
成

30年
度
の
就
職
希
望
率
は

62・
２
％
、
就
職
決
定
率
（
一
時
的
な
仕
事

に
就
い
た
者
を
含
む
）
は

94・
４
％
で
、
そ

の
う
ち
３
人
に
１
人
は
一
般
企
業
に
就
職
し

て
い
ま
す
。
 

キ
ャ
リ
ア
教
育
等
を
通
じ
、
音
楽
へ
の
関

わ
り
方
に
関
す
る
視
野
が
広
が
っ
た
卒
業
生

は
、
大
学
で
学
ん
だ
専
門
分
野
や
、
音
楽
を

通
し
て
培
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
課
題
解
決
力
・
自
己
管
理
力
を
活
か
し

て
、
音
楽
関
連
企
業
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
・

保
育
の
分
野
、
一
般
企
業
等
、
様
々
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
 

以
前
は
「
音
大
に
入
っ
た
か
ら
に
は
自
己

研
鑽
」、「

教
養
と
し
て
の
音
楽
」
と
い
う
伝

統
的
な
意
識
が
学
内
に
根
強
く
あ
り
、
ま
た

一
般
大
学
に
比
べ
女
子
学
生
が
多
く
在
籍
す

る
当
大
学
は
、
就
職
を
希
望
す
る
学
生
は
非

常
に
少
な
く
、
教
職
員
や
学
生
は
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
や
学
生
自
身
の
将
来
に
つ
い
て
敏
感

に
意
識
す
る
こ
と
が
な
い
状
態
で
し
た
。
 

昭
和
音
楽
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
導
入
に

は
、
川
崎
市
へ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
が
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
 

音
楽
大
学
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ

ス
移
転
前
で
も
地
域
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て

演
奏
等
に
対
応
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

地
域
と
の
繋
が
り
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
移
転
計
画

を
契
機
に
、社
会
や
地
域
と
繋
が
り
を
築
き
、

大
学
の
こ
と
を
理
解
し
て
貰
う
た
め
、
大
学

が
目
指
す
方
向
性
を
明
確
に
す
る
べ
く
、

様
々
な
コ
ー
ス
の
教
員
が
共
同
で
研
究
を
行

う
等
、新

し
い
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
成
６
年
度
に
芸
術
文
化
活
動
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
育
成
す
る
「
ア
ー
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
」
を
日
本
で
初
め
て
設

置
し
た
こ
と
や
、
賃
労
働
に
従
事
す
る
女
性

の
増
加
や
景
気
の
低
迷
な
ど
の
社
会
的
変
化

に
よ
っ
て
、
大
学
内
で
は
キ
ャ
リ
ア
へ
の
意

識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
実
技

を
重
要
視
す
る
教
職
員
も
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
を
披
露
す
る
た
め
に
は
、
教
養
や
社
会

性
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
 

そ
し
て
平
成

19年
度
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移

転
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
意
識
変
化
を
契
機

と
し
、「

ア
ー
ツ
・
イ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

と
い
う
地
域
と
連
携
し
た
教
育
・
実
践
活
動

を
具
現
化
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
平

成

18年
度
「
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
テ
ー
マ

1

 地
域
活
性
化
へ

の
貢
献（

地
元
型
）に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
平
成

22年
度
に
文
部
科
学
省
の

「
大
学
生
の
就
業
力
育
成
支
援
事
業
」
に
採

択
さ
れ
、
翌
年
度
か
ら
体
系
的
な
キ
ャ
リ
ア

科
目
を
導
入
、
全
学
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
導

入
へ
と
至
り
ま
し
た
。
 

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修科目 芸術特別研究Ⅰ 芸術特別研究Ⅱ

音楽活動研究① 音楽活動研究② 音楽活動研究③ 音楽活動研究④

ミュージック
ビジネスと社会

ライブビジネス
と社会

キャリアデザイン

フィールド
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ①

フィールド
ｲﾝﾀ ﾝーｼｯﾌﾟ②

選択科目

 

 【
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
取
り
組
み
】
 

様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持
っ
た
者
が

大
学
と
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

 

音
楽
人
育
成
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

 

 
令
和
元
年
度
 
特
色
あ
る
教
育
・
経
営
の
取
組
み
を
行
う
私
立
学
校
の
事
例
集

 

学
校
法
人
東
成
学
園

 

昭
和
音
楽
大
学
 

 

昭和音楽大学南校舎 

令和元年度 キャリア教育科目一覧 



入
学
す
る
よ
う
に
な
り
、
音
楽
を
学
ぶ
目
的

意
識
や
将
来
に
対
す
る
考
え
が
多
様
化
す
る

中
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
将
来
に
つ
い
て
考

え
、
視
野
を
広
げ
る
機
会
を
与
え
る
も
の
と

位
置
付
け
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
込
む

こ
と
、
学
生
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
対
応
を
す

る
こ
と
、
学
生
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

生
か
す
こ
と
の
３
点
を
重
視
し
て
様
々
な
取

り
組
み
を
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア

委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。
 

 ①
 

キ
ャ
リ
ア
科
目
（
音
楽
活
動
研
究
）
 

当
大
学
の
特
徴
的
な
キ
ャ
リ
ア
科
目
と
し

て
「
音
楽
活
動
研
究
」
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
前
述
の
「
ア
ー
ツ
・
イ
ン
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
「
音
楽
活
動
研
究
」
と
し

て
科
目
化
し
た
も
の
で
、
学
生
の
専
門
分
野

を
生
か
し
、
地
域
社
会
と
連
携
し
て
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
小
・
中
学
校
や
福
祉
施
設
で
の
演

奏
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
企
画
運
営
、
演
奏
指

導
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
学
生
は
教
員
以
外

の
学
外
の
人
と
音
楽
を
通
じ
て
関
わ
り
、
評

価
を
得
る
こ
と
で
、
社
会
性
を
獲
得
し
、
更

に
技
術
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

平
成

19年
度
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
を
機

に
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成

20年
度

か
ら
科
目
化
さ
れ
た
こ
の
科
目
は
、
派
遣
先

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
ま
た
履
修
を

希
望
し
て
入
学
す
る
学
生
も
毎
年
一
定
数
お

り
、
学
生
か
ら
高
い
人
気
を
得
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
音
楽
活
動
研
究
は
、
大
学
と
地

域
を
つ
な
げ
る「

地
域
貢
献
」だ

け
で
な
く
、

学
生
の
視
野
を
広
げ
、
音
楽
へ
の
関
わ
り
方

を
考
え
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
 

 

②
 

各
種
調
査
 

毎
年
全
学
生
を
対
象
に
、
卒
業
後
の
進
路

や
、
進
路
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
「
進
路
意
識
調
査
」
と
し
て
調
査
し
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ス
担
任
や
実
技
の
指
導
教
員
は

結
果
を
も
と
に
、
進
路
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
ほ
か
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
て

学
生
ご
と
に
個
別
に
保
管
し
て「

全
員
面
談
」

(③
参
照
)に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
他
に
は
、
卒
業
生
の
就
職
先
企
業
や

卒
業
生
に
対
し
て
「
社
会
に
お
け
る
音
楽
大

学
卒
業
生
の
ニ
ー
ズ
調
査
」、「
産
業
界
の
ニ

ー
ズ
調
査
」、「

卒
業
生
の
就
業
状
況
調
査
」

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
を
行

う
こ
と
で
、
学
生
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
進
路
支
援
講
座
、
企

業
説
明
会
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
 

③
 

全
員
面
談
 

翌
年
度
に
卒
業
を
控
え
た
学
生
全
員
が
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
職
員
と
面
談
を
し
ま
す
。
卒
業
後
の
進

路
が
決
ま
っ
て
い
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、

個
別
に
時
間
を
つ
く
り
、
顔
を
合
わ
せ
て
話

す
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
に
必
要
な
支

援
の
提
案
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
用
方

法
等
を
改
め
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

個
々
に
対
応
す
る
た
め
時
間
は
か
か
り
ま
す

が
、
確
実
で
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
方
法
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
担
任
や
実
技
の
指

導
教
員
と
も
協
力
し
、
教
職
連
携
で
学
生
に

呼
び
掛
け
て
い
る
た
め
、
参
加
率
は
高
く
、

85％
を
超
え
て
い
ま
す
。
 

④
 

音
大
に
対
す
る
従
来
イ
メ
ー
ジ
の
払
拭
 

社
会
の
音
楽
大
学
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は

「
狭
い
意
味
で
の
音
楽
人
材
養
成
」
が
広
く

根
付
い
て
い
て
、
学
生
が
就
職
活
動
を
行
っ

て
い
く
中
で
戸
惑
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
払
拭
の
た
め
に
、

教
員
と
職
員
が
ペ
ア
と
な
っ
て
行
う
企
業
訪

問
の
際
に
は
、
当
大
学
が
行
っ
て
い
る
取
り

組
み
、
輩
出
し
て
い
る
人
材
の
強
み
、
活
躍

し
て
い
る
卒
業
生
の
事
例
等
を
説
明
し
理
解

を
得
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
積
み
重
ね
た
結
果
、

近
年
の
就
職
先
の
業
種
拡
大
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
 

学
生
達
が
企
業
の
中
で
活
躍
す
る
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
企
業
側
が
描
け
る
よ
う
に
、

今
後
も
積
極
的
な
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

 【
取
材
を
終
え
て
】
 

 
「
特
に
芸
術
系
の
大
学
で
は
、
学
生
と
近

い
距
離
に
あ
る
教
員
が
学
生
の
希
望
を
否
定

せ
ず
、
進
路
を
応
援
す
る
雰
囲
気
で
あ
る
こ

と
が
重
要
だ
と
思
う
」。取
材
の
中
で
印
象
に

残
っ
た
言
葉
で
す
。
学
生
の
卒
業
後
の
こ
と

は
職
員
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
大
学
は
少
な

く
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
昭
和
音
楽
大
学

は
校
舎
の
移
転
が
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
、

大
学
全
体
で
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
親
身

に
寄
り
添
う
と
い
う
土
壌
が
整
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
校
舎
の
周
囲
に
は
大
き
な

塀
が
な
く
、
周
辺
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
大
学
の
キ

ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
取
り
組
み
を
象
徴
的

に
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 （
取
材
）
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

 

音楽活動研究 活動風景 

キャリアセンターにて、面談の様子 


